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はじめに

 地理空間情報の普及

◦ 地理空間情報活用推進基本法（H19年）

地理空間情報を作成している団体

◦ 国土地理院 （地図）

◦ 産業技術総合研究所 （地質など）

◦ 防災科学研究所 （災害など）

◦ 統計センター （国勢調査など）

など 多岐にわたる．



取得可能な地理空間情報

 コスト
◦ 有償
 データ製品

◦ 無償
 厳密にはデータごとに利用条件が異なるため，確認
する必要がある．

 データ形式
◦ 位置情報が付不されているデータ
 ShapefileなどGISソフト特有のデータ形式．

◦ 属性情報
 テキストファイルなど，GISソフトを用いて，位置
情報と連結させる．



目的

 無料で取得可能な位置情報が付不されて
いる地理空間情報に着目して，現在利用
可能なデータとその利用法を紹介する．

◦ 位置情報が付不されている地理空間情報は，
属性情報と比べ，作成が困難である．（特に
ラインやポリゴン）

◦ 無料で取得可能なデータを用いることで，誰
でも検証可能となり，根拠を検証しやすい．



紹介するデータ一覧
1. 基盤地図情報（国土地理院）

◦ http://www.gsi.go.jp/kiban/teikyou_area.html

2. e-stat（統計センター）
◦ http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do

3. 地球地図（地球地図国際運営委員会）
◦ http://www.iscgm.org/cgi-bin/fswiki/wiki.cgi

4. 土地分類，土地保全，水系，水基本調査（国土調査
課）

◦ http://tochi.mlit.go.jp/tockok/inspect/landclassification/download/index.html

5. 総合地質情報データベース（産業技術総合研究所）
◦ http://www.gsj.jp/Gtop/geodb/geodb_category.html

6. 地すべり地形分布データベース（防災科学技術研究
所）

◦ http://lsweb1.ess.bosai.go.jp/gis-data/index.html

7. OpenStreetMap
◦ http://openstreetmap.org



１．基盤地図情報

 配布主体：国土地理院
 データ内容

◦ 測量基準点
◦ 行政区画の境界線
◦ 道路縁
◦ 建築物の外周線
◦ 市町村の町もしくは字の境界線
◦ 標高（DEM）
など 地図の基盤となる情報を提供している．

 データ精度
◦ 1/25000（全国一律） 特に 都市計画区域は

1/2500



１．基盤地図情報

 提供地域

◦ 2008年から逐次更新中

◦ ホームページで確認
（http://www.gsi.go.jp/kiban/teikyou_area.html）

◦ 1/2500の公開地域に

ついては，全域と一部

地域があるので注意．

図．2500レベルの公開地域
（H22年 8月 現在）



１．基盤地図情報

 取得方法

(http://www.gsi.go.jp/kiban/teikyou_area.html)

ダウンロード



１．基盤地図情報

ダウンロードサービス

データ形式の選択，（shapefileに

変換して使用する場合はどちら
でも可）



１．基盤地図情報

ダウンロードしたい地域を選択し，
「選択して次へ」をクリック

2.

1.

「基盤地図情報」をダウンロード．
約10MBごとに分割されているので，注意．
（土浦市の場合は3分割されている．）



１．基盤地図情報
ダウンロードしたファイルを解凍するとXML形式のファイルがある．
それぞれのファイルが一つ一つのフィーチャーになっている．

但し，大容量のファイルは10MBごとに分割されている．
（例えば，FG-JPS-08203-BldA-2・・ は３つ（建築物面），
FG-JPS-08203-BldL-2 ・・ は２つ（建築物境界線） に分割されている．）



１．基盤地図情報

 専用コンバータのダウンロード

http://fgd.gsi.go.jp/download/

Zipファイルをダウンロード

ダウンロードファイルを解凍すると，
上記のファイルが得られる．
EXEファイルで起動．（インストール
丌要）



１．基盤地図情報
1.

2.

１．「新規プロジェクトの作成」を選択．
２．変換したいXMLファイルを「追加」から選択．
ここで，建築物面などの分割されているファイルは全て追加しないと全域のデ
ータが得られないので注意．
３．「OK」を選択．

3.



１．基盤地図情報
１．選択したフィーチャーが描画される．

３．変換したいフィーチ
ャーを選択し，出力先を指定．
「OK」で変換開始．

２．「コンバート」-「シェープファイルへ出力」を選択



１．基盤地図情報

ArcGISなどのGISソフトで変換さ
れた
shapefileをインポートすれば分析
に使用することが出来る．



2．e-Stat

 配布主体：（独）統計センター

 データ内容
◦ 行政界，面（町丁・字等）
◦ 標準地域メッシュ
◦ 国勢調査や事業所統計などの各種統計情報

 データソース
◦ 行政界については，各統計調査の実施の際に
地方公共団体から提出された調査区地図を基
に作成．



2．e-Stat

 取得方法(http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do)

「地図で見る統計
（統計GIS）」を選
択．



2．e-Stat

１．データダウンロード
２．統計調査を選択．

それぞれに対応した行政界のデータ
が得られる．

（小地域）：町丁・字界
（1kmメッシュ）：標準地域メッシュ

（農業集落）：（農林業センサス調査単
位）

３．行政界や
メッシュなどに
付属する属性
データの選択．

４．「次
へ」を選択



2．e-Stat

１．取得したい
データの地域を
選択．

２．「検索」を選択

３．取得したいデータの位置参照
系を選択しダウンロード．
•日本測地系 平面直角座標
•世界測地系 平面直角座標
•日本測地系
•世界測地系
から選択可能．



2．e-Stat

 ダウンロードしたファイルはshapefileなので，直接

GISソフトなどで，インポート可能．

土浦市



3.地球地図

 配布主体：地球地図国際運営委員会(ISCGM:
International Steering Committee for Global Mapping)

 同委員会での成果
◦ 日本では，国土地理院に事務局が置かれている．

 データの内容
◦ 交通網（鉄道，道路，トンネル）

◦ 人口集中域

◦ 水系

◦ 市町村行政界

◦ 土地被覆，樹木被覆率（ラスタ形式）



3.地球地図

 データの取得にはユーザ登録が必要．

http://www.iscgm.org/cgi-bin/fswiki/wiki.cgi

ダウンロードを選択．



3.地球地図

「Go to Registration Page」を選択．

ユーザ登録の画面へと進む．ユーザ情報登録後，登録したメールアドレスにIDと
Passwordが送られてくる．



3.地球地図

１．取得したIDとPasswordでログイン．

２．「The Global Map V.1/V.2 

(National and Regional version) 」を
選択．



3.地球地図

１.取得したいデータの地域，国名を選択．

２．「shp」ボタンをクリッ

クすると，ダウンロードが開
始する．



3.地球地図

 ダウンロードしたデータを解凍すると，shapefileが
得られるので，直接GISソフトにインポートするこ
とができる．



4.土地分類，土地保全，水系，水基本

 配布主体：国土交通省，土地・水資源局，
国土調査課

 同課のおこなった各調査の成果

 データ内容
◦ 土地分類調査（1/200000）
◦ 土地保全調査（1/200000）
◦ 水系調査（1/50000）
◦ 水基本調査（全国6.6万件の井戸に関する調
査結果）



4.土地分類，土地保全，水系，水基本

http://tochi.mlit.go.jp/tockok/inspect/landclassification/download/index.html

ユーザ登録などなく，上記ページから直接shapefileをダウンロードすることが出来る．



4.土地分類，土地保全，水系，水基本

 土地分類調査の描画結果

但し，位置参照系のファイルが付属していないので，GISソフトを用いて，
世界測地系（JGD2000）に定義する必要がある．



5.総合地質情報データベース

 配布主体：産業技術総合研究所

 多くのデータベースが用意されている．
大まかに７つの分野に分けられる． ．

（地質，火山，地震 活断層，地球化
学，地球物理，海洋，地熱）

 データベース一覧
◦ http://www.gsj.jp/Gtop/geodb/geodb_category.html



5.総合地質情報データベース

 地質図のダウンロードを紹介する．

「統合地質図データベースGeoMapDB」を選択．



5.総合地質情報データベース

１．取得したいデータの種類を選択．
今回は，「20万分の１日本シームレ
ス地質図（ベクトル型，RIO-DB）」
を選択．

２．取得したいデータの領域を日本
地図上でクリック．

1.

2.

３．「ダウンロード」を選択．



5.総合地質情報データベース

１．「ユーザ登録」からユーザ
登録を行い，IDとPasswordを取
得する．

２．ユーザ登録後，「電子認証付きデー
タファイルダウンロード」を選択．

1.

2.

３．利用規約を読み，「同意する」を選択．

４．取得したIDとPasswordを入力し，
「OK」を選択．

3.

4.



5.総合地質情報データベース

１．拡大のアイコンを選択．

２．取得したいデータの領
域を選択．

３．データ選択のア
イコンを選択．

４．取得したい
データのメッシュ
を選択．

５．出現したリンクか
らデータをダウンロー
ド．

1.

2.
3.

4.

5.



5.総合地質情報データベース

 取得したデータはshapefileなので，直
接GISソフトからインポートが可能．

Shapefile 電子認証ファイル



5.総合地質情報データベース

20万分の1シームレス地質図の描画



6.地すべり地形分布図データベース

 配布主体：防災科学技術研究所

 データ内容

◦ 地すべり地形分布図をディジタルデータ
化（1/50000）

◦ Shapefile 形式とKML形式に対応



6.地すべり地形分布図データベース

http://lsweb1.ess.bosai.go.jp/gis-data/index.html

ユーザ登録など丌要．
取得したいデータのメッシュを選択すると，
ダウンロード開始．



6.地すべり地形分布図データベース

取得したデータは，shapefileなので，
そのままGISソフトでインポート可能．



6.地すべり地形分布図データベース

 KML形式（Google Earth）にも対応しているため，三次
元描画が容易．



7.Open Street Map

 配布主体：Open Street Map
 Open Street Mapとは，道路地図などの地理情報

データを誰でも利用できるよう、フリーの地理情
報データを作成することを目的としたプロジェク
トである．GPSによる位置情報を用いて，誰でも作
成，編集ができる．

 データ内容

◦ 道路

◦ 河川

◦ 簡易的な土地利用など



7.Open Street Map

 http://openstreetmap.org へアクセス．

• Google mapsのよ
うな操作性．

• 取得したい地域
を表示する．



7.Open Street Map

１．「エクスポート」を選択

２．「OSM XMLデータ」を選択

３．「出力」を選択

１．

２．

３．



7.Open Street Map

 OSM形式のインポート

 QGISにはOSM形式用のpluginが実装さ
れている．

 QGISとは，フリーのGISソフト．

 詳しい導入方法は，
◦ http://giswin.geo.tsukuba.ac.jp/sis/tutorial/QGIS%20tutorial.pdf

◦ http://giswin.geo.tsukuba.ac.jp/sis/tutorial/QGIS%20tutorial_j.pdf

を参照．



7.Open Street Map

１．QGISを起動し，「plugin」
-「OpenStreetMap」-「Load O

SM from file」.

２．ダウンロードした
「Map.osm」を選択．

３．必要なタグを選択．

４．「OK」を選択

１．

２．

３．

４．



7.Open Street Map

１．インポートされたラインデータ上で
右クリックして「Save as Shapefile」を選択．
２．保存先を選択して，「Save」を選択．
３．位置参照系は「WGS 84」を選択．

（EPSG ID:4326なのでコチラからでも
検索できる．）

４．「OK」を選択．

１．

２．

３．

４．



7.Open Street Map

変換されたShapefileはGISソフト
でインポート可能



7.Open Street Map

 道路について，多くのカテゴリが設定されて
いる．

 また，河川や行政界などのラインデータもあ
る．

 都市部には，細かい道路データがあるが，そ
の他の地域では，以前整備段階である．

 データの作成にはユーザ登録が必要．

 GPSを持っている人は，参加して貢献しよう．

 詳しくは，OpenStreetMapWiki に詳細が
載っている．

http://wiki.openstreetmap.org/wiki/Ja:Main_Page?uselang=ja



Appendix データの精度

 行政界について

◦ 基盤地図情報，e-stat，地球地図の比較

• 基盤地図情報＞e-stat＞地球地図 の順序で精度が高い．
• ミクロな解析には，高精度なデータを利用する方がよいが，
市町村単位でしか取得できない．
• マクロな解析には，一度に広域のデータが得られるデータ
でもよい．



今回紹介したデータの他にも

 国土数値情報 （国土交通省 国土計画局）

◦ http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/

 自然環境保全基礎調査（環境省 自然環境局）
◦ http://www.biodic.go.jp/trialSystem/top.html

 全国市町村界データ（ESRI Japan）

◦ http://www.esrij.com/products/gis_data/japanshp/japanshp.html

 環境GIS （国立環境研究所）

◦ http://www-gis.nies.go.jp/GIS_index.asp

などがある．



質問は下記のメールアドレス
へ．
村山：mura1@sakura.cc.tsukuba.ac.jp

花島：hanashima@geoenv.tsukuba.ac.jp


